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事
案
に
関
す
る
質
問

主
意
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二
〇
二
二
年
七
月
二
日
、
日
本
原
燃
株
式
会
社
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
（
以
下
、
再
処
理
工
場
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
冷
却
機
能
が
喪
失
す
る
事
象
が
発
生
し
た
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
貯
槽
の
冷
却
機
能
が
、
八
時
間
停

止
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
再
処
理
工
場
に
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
を
貯
蔵
し
て
い
る
タ
ン
ク
は
大
小
十
一
あ
り
、
現
在
は

全
体
で
約
二
百
十
一
立
米
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
を
長
期
貯
蔵
し
て
い
る
。
今
回
冷
却
が
止
ま
っ
た
の
は
、
五
立
米
蓄
え
る

こ
と
が
で
き
る
貯
槽
で
あ
る
。
各
貯
槽
の
中
に
は
二
つ
の
配
管
が
通
っ
て
い
て
、
そ
の
配
管
の
内
側
を
冷
水
が
通
り
、
冷
却
機

能
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

本
件
事
案
の
事
実
関
係
、
お
よ
び
安
全
性
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
た
め
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

今
回
二
本
の
冷
却
機
能
が
止
ま
り
、
廃
液
の
温
度
が
三
十
二
度
ま
で
上
昇
し
た
が
、
ポ
ン
プ
流
量
と
温
度
推
移
は
、
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
確
認
で
き
る
も
の
な
の
か
。
原
子
力
規
制
委
員
会
と
し
て
把
握
し
て
い
る
情
報
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

過
去
に
は
、
二
十
四
度
か
ら
三
十
度
ま
で
の
温
度
の
推
移
は
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
過
去
十
六
年
間
一
度
も
今
回
の
よ

う
な
温
度
上
昇
が
な
か
っ
た
の
か
。
原
子
力
規
制
委
員
会
と
し
て
把
握
し
て
い
る
情
報
を
示
さ
れ
た
い
。 
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三 

現
在
、
再
処
理
工
場
で
は
、
約
二
百
十
一
立
米
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
を
貯
蔵
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
各
貯
槽

に
ど
の
く
ら
い
の
廃
液
を
貯
蔵
し
て
い
る
の
か
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
再
処
理
工
場
が
立

地
す
る
自
治
体
も
同
様
に
把
握
し
て
い
る
の
か
、
承
知
す
る
と
こ
ろ
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

四 

日
本
原
燃
株
式
会
社
が
公
表
し
た
七
月
十
九
日
の
報
告
書
で
は
、
溶
接
作
業
員
が
工
事
監
督
者
か
ら
電
話
で
指
示
を
受

け
、
一
人
で
閉
栓
の
操
作
を
し
て
い
る
と
あ
る
。
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
そ
の
よ
う
な
作
業
を
す
る
場
合
は
、
複
数
で
行

う
よ
う
求
め
て
い
な
い
の
か
。
口
頭
で
の
指
示
で
こ
う
し
た
重
要
な
操
作
を
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
の
か
。
見
解
を
問

う
。 

五 

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
年
数
が
冷
却
期
間
十
五
年
の
場
合
、
沸
騰
に
至
る
ま
で
の
時
間
余
裕
は
約
二
十
三
時
間
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
冷
却
期
間
四
年
の
場
合
は
、
時
間
余
裕
は
約
六
時
間
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
よ
う
に
八
時
間
冷
却
が
停
止

す
る
と
沸
騰
開
始
に
至
る
。
今
回
の
事
案
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
冷
却
期
間
四
年
の
場
合
を
想
定
す
べ
き
と
の
考
え
方
も
あ

り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


